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ビ ハ セラー ミ ナ ー

鷹巣町　鷹巣阿仁広域交流センター

　　　　1996年5月25日

司会司会司会司会司会
　先回佐々木先生の提出され
た問題に対して実際の現場か
らの声と併せて考えていきた
いと思います。快くお引受い
ただきました講師の先生方に
あらためてお礼を申し上げま
す。
椎名椎名椎名椎名椎名
　皆さんこんばんは。自己紹
介をかねてお話しいたしま
す。
　勤めている場所は老人訪問
看護ステーションです。町で
やっている施設です。ずっと
五城目町役場に保健婦として
23年位勤めていたのですが、
主人の親と同居していました

が、具合が悪くなったので47
歳で退職して、2年位介護した
経験があります。その後、町
の方から老人の方を訪問する
老人訪問看護事業というのが
あるのでお手伝いをしてくだ
さい、と言われてそれから10
年近く寝たきり者の訪問看護
をしております。
　今日は、家族を考えるとい
うことですが、寝たきりの人
を看ていますとこの10年間の
間に家族というものが変わっ
てきていると思います。ここ
で心に残っている一つのケー
スをご紹介したいと思いま
す。今寝たきりの人は高令者
でそれを看ている人も高令者
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です。心に残っているという
のは、9 7 歳のお婆さんを7 7
歳の息子さんが看ていたこと
です。息子さんの奥さんは亡
くなっていて、孫さんもいた
のですが息子さんが看ていま
した。そこに2年位訪問しまし
たが親子の愛、というんです
かお婆ちゃんは病院にも施設
にも行きたくないといって、
自分の家で死にたいという考
えでした。これはどなたもそ
うだと思いますが今それが出
来にくくなってきています。
77歳の息子さんも非常にいい
方で私たちを頼りにしてくれ
て、おむつ交換も御飯造りも
77歳の方がなんでもやるわけ
です。それを見ていて教えら
れることが沢山ありました。
　5年も6年もお婆ちゃんを看
ていましたが、そのなかで感
心したのは、絶対無理をしな
いで自分のからだに合わせて
介護するんですね。ちょっと
疲れたな、と思えば兄弟を頼
んでやっているんですね。例
えば、おむつ交換でも一日4回
位が限度だと思えばそれなり
の方法でやっているんです

ね。そういうことから、その
人にあった介護があるんだな
ということを教えられまし
た。また、親子の愛情という
ことですが、97歳のお婆ちゃ
んは息子がそこにいるだけで
安心しているんですね。私た
ちがいけば「役場の姉ちゃん
がた来てけだが。オラえのオ
ドいだが」ときくんです。
「居るよ。なにか用事あるの
か」と言えば「なにもない」
と言って安心する。ただ家の
なかに息子がいれば安心す
る。この親子の繋がりに心を
打たれてですね。
　私たちは77歳の息子さんの
心の支えになってあげたり介
護の手伝いをして毎日毎日訪
問していました。孫の結婚式
があってそれまで生きて欲し
いと私たちは努力しました
が、結婚式の一週間前に亡く
なってしまい残念な思いをし
ました。自分も最後まで親を
看なければいけない、親も自
分の息子を頼りにしていると
いうことで非常に頭に残って
います。
　最近では家族の中のいろい
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ろなことが変化してきてい
て、なかなか看れな状況に
なってきていると。若い人も
働かないといけないなど。私
が考えるに家族だけでは患者
さんを支えていくことが出来
なくなってきています。在宅
福祉制度を利用しながら最後
まで看て家で一生を終わらせ
てあげたいものだと思います
し、私自信もそうありたいと
思いますが、田舎であればあ
るほど子供達は遠くで暮らし
て、お爺さんが倒れればお婆
さんが、お婆さんが倒れれば
お爺さんがというようになっ
てしまう。我家で一生を終わ
るというのは難しくなってき
ていると思います。取り留め
のない話になってしまいまし
たが、あとのディスカッショ
ンの時にお話ししたいと思い
ます。
夏井夏井夏井夏井夏井
　こんばんは。人口5千ちょっ
との町で県内では4番目の高齢
化率の藤里町からやってきま
した夏井アヤコと申します。
私は今特別養護老人ホーム
「ふじさと」という老人ホー

ムなんですがそこで生活指導
員をやっています。日帰り15
人のディサービスと短期間の
ショートスティーがありま
す。

　今回家族を考えるというこ
とですが、50人の入所と5人
のショートスティーがいま
す。その多くは言葉は悪いの
ですが、痴呆性老人なんで
す。その人達との会話は「家
に帰りたい」というもので
す。それの相手役になってい
ますが、ここはいいところで
はないのだなあ、と思いま
す。私たちが一生懸命お世話
させていただくのですがやは
り家、家族なんだなあ、と思
います。若い職員が多いなか
で、そんなに家に帰りたいの
であれば家に帰したらどう
か。ということで、家族に家
に連れってくれないかとお願
いすれば、都合をつけて連れ
だしてくれるんですが、車に
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乗ってお昼して帰ってきて、
お年寄りが言うに「なんも家
さ行がねで、大太鼓さ行って
御飯食べできた。」っていう
のが、ままあるわけです。そ
ういうのをみると、これも言
葉悪いのですが、役に立たな
くなると余計な邪魔者みたい
になってしまうのかなと。私
たちが身内、家族だという気
になって介護していますが、
いくら頑張っても家族にはか
なわないというのが正直なと
こです。
　10 0歳になる入所している
方ですが、私が訪問介護して
いるときから知っている人で
9 3 歳まで2 0 年位独り暮らし
している人でしたが、独り暮
らしが限界ということで東京
にいる娘さんのとこに引き取
られていったわけです。やが
ては藤里町に帰りたいという
思いがあったし、私もヘル
パー時代の関わりでずっと手
紙やりとりをしていましたの
で、藤里町に帰ってきたいと
いうことでした。10 0歳近い
方でしたが元気でしたので娘
さんに連れられて帰ってきた

わけです。それで、やはり家
にいたいわけでしたが、高齢
ということでヘルパーの派遣
制度が24時間できないという
ことで、施設に入所したいと
いうことでしたがいっぱいで2
週間施設でショートスティー
して、東京に帰ったわけで
す。　その後に役場から順番
が来たということで東京に連
絡したわけですが、娘さん達
はもう10 0歳になるので施設
入所でもないな、自分達で看
る、ということでしたが、73
歳になる娘さんが胃潰瘍で入
院しなければならないとうこ
とで、10 0歳になるお婆さん
を家においていったんです。
ヘルパーの24時間が出来ない
のでどうなるのかと心配して
たら、「ひまわり家政婦会」
というのが能代にあるという
ことで泊まり込みの人を頼ん
で一週間ほど在宅で看てくれ
ました。緊急ということで
やってくれました。やれば出
来るんだなあとおもいまし
た。そしてその人は今老人
ホームに入所しています。
　ディーサービスやショート
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スティー入所している人でも
施設利用をすれば家族の関係
がよくなるのではないかと思
います。家族と入所者の関係
を良くするのが私たちの役目
でないかなと今頑張っていま
す。そういうことで家族につ
いて考えさせられています。
畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）
　こんばんは。鷹巣町綴子か
らきました畠山と申します。
私は会社に勤めて事務職を
やっています。福祉の「ひま
わりケアー」というところの
介護のグループに籍を置きな
がら福祉ボランティアをやっ
ています。
　何故ボランティアをやって
いるか考えました。それは、
小さいときから病弱でお医者
さんや沢山の方からお世話に
なったのでボランティアを始
めたのではないかと思いま
す。平成2年1月から日本赤十
字社の介護と救急法の講習を
受け2回目講習の時、友達のお
婆さんを看てくれと頼まれ、
勉強のつもりで最初は軽く考
えてボランティアしていまし
た。それから今まで病人介

護、高令者福祉、障害児等の
ボランティアをしてきまし
た。
　一番困ったことはアルコー
ル依存症のかたのとき、病人
よりもこちらの身分を病院へ
行っても保健所へ行ってもく
どくどと説明しなければなら
なかったことです。しまいに
は「民生委員がいるからあな
たがしなくても」といわれ
あっけにとられたときもあり
ました。でも頼む側の人は肩
書きのある人より、名もない
人の方が頼みやすいという人
もおりますし、特に4 0 代5 0
代の若い人の場合は人知れず
に頼めるからとっても助かる
という方もおります。名札で
もいいから身分証明書のよう
なものがあれば、緊急の場合
とても助かると思います。
　ボランティアをして気づい
たことは高齢者の癌の場合3年
位は生きています。アルコー
ル依存者は食べないで飲むの
で一カ月位で栄養失調で足が
利かなく立てなくなります。
病院へ2、3度入退院を繰り返
すと50代でも鬱病、無気力、
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ぼけが始まります。高齢者の
奥さんが寝たきりになると看
病疲れで旦那さんが死を考え
るようになってきます。80歳
を過ぎてもどんな難しい癌で
も傷さえ治ると自宅療養とな
ります。
　それから、私の1年3カ月毎
日お伺いしたお婆さんの話を
させていただきます。家族は4
人暮らしで本人は83歳のお婆
さん。もと看護婦さんをした
方で病気は肝臓癌でおなかに
穴を開け、細い管で胆汁液を
流しっぱなしにしていまし
た。旦那さんは校長先生だっ
たそうですが急死し、中学1年
を頭に12人の子供を育てた立
派な方でした。子供の中には
他人の子供もいるとのこと。
私の人生の中でこれほど立派
な方には巡り合えないんじゃ
ないかとおもいました。全て
が尊敬できる方でした。口先
だけじゃない本当の愛を教え
ていただいたと思っておりま
す。
　そんな立派な方でも最初私
が伺ったときには、焦点の合
わない寂しい目で何かを訴え

たい心がひしひしと伝わって
きました。家のなかでは誰が
一番責任が重いか、誰が職場
をやめるか、そして誰がお婆
さんを看るのか、物凄い騒ぎ
でした。教頭をしている息子
さんは親と嫁さんと家族の騒
ぎにに神経が擦り減ってきて
顔が痛々しくみえました。病
気のお婆さんは私に乗り移っ
てくるくらい最後の愛を求め
るようになり、私の弁当さえ
一緒に食べるようになりまし
た。風邪でたった一日行かな
いときでも「私をおいていか
ないでくれ」と会社に電話を
かけて必死に頼むくらいでし
た。私も家の人とお婆さんの
間に挾まれ物凄く悩んだこと
もあります。でもお婆さんの
人生の最後、一日たりとも後
がない方、自分に置き換え、
最後までできるかぎりの事を
しようと思いました。痛みを
忘れさせるため、鼈甲の櫛を
買って長い髪を色々形を変え
て結いながら鏡を見せて楽し
ませたり、美しい模様のマフ
ラーをえりもとでいろんな形
に結んでみてあげたりしまし



[8]　Vihara  Report　No.20　1996　July

た。でも、30分位で急変する
ことがたびたびで、市立病院
へ何回も車を走らせました。
猛吹雪の時寒さと苦しさのた
めに車の取ってに手をかけ仁
王立ちをしたまま眠っている
のには私は余りに驚き、必死
な気持ちで車に乗せたことも
あります。
　いよいよ最後10日間位にな
り入院したけど血管が潰れ点
滴をいくら打っても入ってい
かず腕が腫れてしまいまし
た。口の中は啖と血が飴のよ
うに固まり咽を塞ぐようにな
り、熱がないのにお医者さん
に診てもらったら肺炎を起こ
しているということでした。
私はこれも初めてでびっくり
しました。夜の12時になり今
日は帰ってもいいというので
玄関にでたら、息子さんが吹
雪の空を見上げ「母が亡く
なったら寂しいだろうな」と
一言ぽつんと言って胸が詰ま
る思いがしました。お母さん
と一緒に人生を歩いてきた息
子さんには耐えられない寂し
さがあったと思います。
　でもその時息子さんも同じ

癌にむしばまれていたので
す。通信教育で先生になり人
の何倍も頑張り続けた方で若
い息子さんは本当に短い命で
した。お母さんがなくなり次
に息子さん。私は途方にくれ
る毎日でした。苺食べてくだ
さるかなあと買っていったら
にっこり笑っておいしそうに
食べた顔が今でも目に映りま
す。私は火葬にも葬式にも法
事にも出していただきまし
た。私も兄弟の方達とは未だ
に兄弟同様にお付き合いさせ
ていただいています。1年3カ
月の短い人生の中で私の方が
生きることの尊さ命の尊を教
えられました。小さいときか
ら病弱だった私に、生きるこ
との励みや感謝の気持ちを教
え残してくださったお婆さん
達と息子さんのお兄さんには
今でも感謝して生きておりま
す。これからも人の痛みや苦
しさをわかり和えるそういっ
た人になりたいなあと少しづ
つではありますが、ボラン
ティアを続けております。
　今までやってきたボラン
ティアの、ある家庭の内容な
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んですが、一人の病人が家族
の中に出ますと3カ月、4カ月
だったら家族も面倒みますけ
ど、それが2年経ち3年経って
くるとどういった立派な家庭
でも、誰が職場やめて、誰が
責任重くて、誰がという、職
場をやめてがっちり家庭を守
ろうとする人であればいいん
ですが、誰もが生きていかな
ければならない問題で、そう
いった家庭の葛藤をみせられ
て私には考えさせられること
ばかりでした。これからもそ
ういった方々のお手伝いをし
ていければと頑張っていま
す。

畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）
　二ツ井町の介護支援セン
ターの畠山みどりと申しま
す。今年の4月に二ツ井に特別
養護老人ホームがオープンし
たのですが、それに併設され
ている支援センターです。支

援センターというのはその名
の通り、家で介護されててい
る方々が少しでも長く介護で
きるようにいろんなサービス
の手続きをしているところで
す。まだ経験も2カ月たらずで
すので今日のテーマに添った
お話しが出きるか不安なんで
すが、今まで役所にいて老人
福祉を担当していたのでその
経験から2、3お話しをさせて
いただきます。
　今家族ということで色々話
がありましたが、独り暮らし
の方あるいは2人暮らしの高令
者の方にとって家族っていう
のはいるんでしょうか。今二
ツ井町には30 0人位の独り暮
らし世帯があります。全部の
世帯が4 0 0 0 世帯くらいです
ので1割位になろうとしており
ます。家族というのは、互い
に助け合って暮らすというの
が家族ですので家族を考える
場合、家から離れている子供
孫さんも考えなければいけな
いんじゃないかなあと思いま
す。
　こんなことがありました。
ヘルパーが派遣されている世
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帯ですが、「やあ、今日も大
変だったあ、漬物漬けて送ら
ねばねったものなあ」ってヘ
ルパーが言います。離れてい
る息子娘へですね。そのお婆
さんは80何歳にもなって一人
で大根をしょっても来れない
し。ヘルパーが替わりに市場
へ行って大根を背負い漬けた
り荷造りをしなければいけま
せん。「あっちにもこっちに
も送るんだもの大変であった
あ」って。離れている息子、
娘さんはどう思っていると思
いますか。「ああ、今年もか
あさんから漬物届いた、母さ
ん頑張ってるんだな。元気な
んだなあ」って。そのお婆さ
んに週2日行ってます。ヘル
パーが行くまで洗濯もの、台
所の洗い物は山積みになって
います。それでも子供孫さん
に田舎のものを春は山菜、秋
はキリタンポなどを採ってき
ているわけではなく買ってき
て送ってやるわけですね。い
ざ、容易でなくなると離れて
いる子供さんに「とても今の
状態だとお母さんもが限界で
す」と連絡すると「この間も

電話よこしたけど、元気だっ
たよ」って。「オメも仕事頑
張ってるか、身体さ気付け
れって。おふくろ言ってあっ
た。」って。だから離れてい
る息子娘はわからないんです
よね。こちらでどんな生活を
してどんなサービスを受けて
いるか。
　そんなことを何度か目にし
て、離れている子供達に、ど
うにかこういう状況だという
ことをお知らせする手立ては
ないかと考えてみたんです
が、「そんなことは頼んでな
い」とか「いざとなったら自
分達が面倒をみる」という答
えしか返ってこなくて、悩ん
でいます。
　それからもう一つ、私は長
男の嫁で8人家族です。上は
9 1 歳の寝たきりの祖母6 0 代
の舅姑と私たちです。寝たき
りの祖母には家族も多いので
今のところお世話は出来ます
が、子供達が出ていって高齢
者だけになったらどうなる
か。そして、長男の嫁という
だけで高令者を看るのは当然
なんでしょうか。たまに来る
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子供やその嫁達はお土産を
買ってきたり高令者をあちこ
ち連れて行ってくれ「ああ、
いい子供、嫁達だ」って。で
も、お年よりとずっと36 5日
暮らすのは大変なんですよ
ね。例えば、長男が亡くなっ
た家で、嫁さんが舅姑を介護
してたんですが嫁さんが出て
いってしまったんです。これ
を単純にお年寄りを見捨てて
出ていった、とかこんなに世
話になったのにと言うことに
はちょっとならないんですよ
ね。どうしたらいいのかなあ
と今悩んでいます。テーマに
添った話かどうか、今私が悩
んでいることをお話しいたし
ました。
三浦三浦三浦三浦三浦
　皆さんこんばんわ。大館市
保健センターで保健婦をして
いる三浦ともうします。私た
ち保健センターでは赤ちゃん
からお年寄りまでみていま
す。保健婦として26年、その
前に看護婦として4年勤めてい
ますので看護職30年となって
います。今実際回ってみてそ
ういう方々を見つけて福祉や

支援センターに紹介する、繋
ぎ役をするそういう立場にあ
ります。
　ある家で、未熟児、2 5 0 0
グラム以下の低体重児さんに
訪問したときにお爺ちゃんお
婆ちゃんも同じ部屋にいて、
寝たきりの状態になっていた
んです。私は市立病院さん
から低体重児さんの連絡を受
けていったんですが実際にみ
たらお嫁さんが仕事をやめて3
人を看ていたんです。同じ部
屋におかないと看れない状態
だったんですよね。どういう
ふうにしたらいいかと思っ
て、聞いてみたら全然福祉制
度の利用がなかったんです。
いまでは福祉制度を利用して
ベッドを借りられるのに一切
利用してなかったんです。お
嫁さんも産後の疲れと介護で
心臓も弱っていたんです。こ
れでは無理だと思って、民生
委員さんを知っていますかと
聞いたら知らない。町内会長
さんも知らない。ホームヘル
パーは知っていたけどどうす
ればいいか知らない。それ
で、いろんなことを紹介して
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代わりにこちらが動いたんで
す。
　地区の支援センターに一緒
に動いてもらって、お爺ちゃ
んは癌だったので病院へ行き
ました。2カ月後に亡くなりま
したが、お爺ちゃんは「自分
はコエくて動けないんだけど
も、どうのこうの言うと嫁っ
こ可哀相だから寝ているのが
一番いい。」お婆ちゃんは10
年位前に脳梗塞で倒れていた
んで、半身不随だったんで
す。でも、口は利いたので嫁
さんに色々言ってたんです。
　さらに山や田等財産がある
ので、どうしようかと気疲れ
していました。結局、田は親
戚に任せて、お婆ちゃんは一
週間検査入院で総合病院へ入
りましたが検査結果に異常が
なかったんです。ただの寝た
きりであれば家にいてもい
い、ということになりまし
た。「何処か入るとこ捜して
くれないですか。」というの
で老人病院さんに行ったんで
すけど、私たちが一番疑問を
感じたのがお嫁さんの旦那さ
んだったんです。面接の日も

約束しながら一度も会ってく
れなかったんです。電話で話
すと「絶対親、投げるような
気がして駄目だ」って。支援
センターの人にも会ってくれ
ない。一番怒ったのは病院の
先生だったんです。説明しよ
うにも説明できなかったんで
す。結局、総合病院で引受て
いますが、入ったら後家族は
引き取ろうとしないんです。
その後どうなるか心配してい
るんですが、そういうケース
もあります。何の制度もわか
らない人がいるんです。
　私は8 5 の舅が寝たきり。
80のお婆ちゃんがリュウマチ
で不随。それを介護してきて
いますけど、お婆ちゃんを
ディーサービスにやろうとし
て、私が専門で説明したのに
「絶対オレ行かない、あんな
とこさ」と言っていたのに、
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病院に行ってお友達が「いい
とこだ」っていうと「オレに
何にも教えてくれない」っ
て。いくら嫁の私が「いけい
け」と言っても友達の一言で
変わってしまう。お友達って
本当にいいなあと思いまし
た。今は一週間に一度のサー
ビスを楽しみに待っていま
す。「今日はデートの日
だ」っていくんです。友達は
男性で、生き生きとしてお
しゃれをしていくんです。80
のお婆ちゃんが私に紅貸し
てって、化粧していくんで
す。子供達もお婆ちゃん変
わったねというんです。本当
にそういう利用が出来るよう
に。
　2 0 、3 0 代の人は寝たきり
の人が出るとすぐに「何処か
に預かってください」と連絡
が来ます。4 0、5 0、6 0代の
人は自分で看ようかなと悩ん
でいますが、7 0 、8 0 代は絶
対自分で看ると頑固です。介
護者がこれでやれるのかなと
いう家族はいっぱいいます。
大館には在宅の寝たきりの人
が25 0人位います。ヘルパー

が48人で回っていますがヘル
パーだけでは足りない。家族
が主ですが、私たちのとこで
ヘルパー講習とかマンパワー
講習とか福祉の施設でボラン
ティアしたい方々の講習会を
やっています。介護教室を日
赤さんと合わせてやったり。
とにかく、皆に知ってもらい
たいなあという形で家族との
関わりを持ちたいな、とやっ
ている最中です。
司会司会司会司会司会
　今三浦さんからも出ました
が若年の人達は利用できる
サービスであれば公共のサー
ビスを利用しようとしていま
す。前回セミナーの佐々木先
生のお話しでは、国の介護保
険制度をみるときに家族は考
えないで子供は親の面倒を看
る必要がないとしているので
はないか、と述べています。
多分そういう状況はあるので
ないかと思われますが皆さん
どうでしょうか。それぞれの
立場のなかで、家族をどのよ
うに考えているでしょうか。
三浦三浦三浦三浦三浦
　介護保険制度は本当に難し
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いですね。しかも在宅で介護
している部分にはお金を払わ
ない。ヘルパーだけを派遣す
る保険制度。つまり、物の形
の保険制度。最初、20代から
にしたらいろんな反発で「何
で、私たちが払わなければな
らないか。」というので40歳
から支払うようになりました
よね。実際にはいろんなこと
に使いなさいよ、ということ
なのに。そんな20代を育てた
のは、私達ですよね。親の教
え方が間違ってしまった、と
言う先生もいます。目に見え
ないものにお金を払う保険制
度。在宅でやっているのが実
際安上がりですよね。本当は
長男の嫁のように実際やって
いる人に現金であげたいと思
います。しかし、そういう制
度はないし。入所している人
達は1カ月あたり一人22万い
くらの平均で補助されている
んです。施設にいる人達は、
お金の面だけでもいいんで
す。更に職員の人達が家族の
ように接してくれています。
在宅はどうかと言うと、一人
で24時間365日休みなしで頑

張っているんです。家族とい
う、介護保険にどうするか。
安上がりな家族の絆で介護を
何とかさせようとしているの
が、ありありとわかるんです
よね。財源の面で考えれば皆
から集めないとできないとい
うのもわかるんですよね。寝
たきりにさせなきゃいい、と
いうけど寝たきりの方が正直
いうと楽なんです。夜歩かれ
たら大変。それを考えたら施
設に預かったほうがいいんで
す。でも家族は預かりっぱな
しでなく顔を出すのが家族の
役目。大館は月4 0 0 0 円の在
宅手当てしかでていません。
そんな状況なんですよね。
椎名椎名椎名椎名椎名
　私どもは今41名の寝たきり
を看ています。いろんな福祉
制度がありますが、8 0 、9 0
の人は福祉制度を使いたくな
い。自分の家からでたくな
い。嫁が看るのが当たり前。
家族が看るのが当たり前で、
他人の世話にはなりたくな
い、とう人が多いんです。介
護者が倒れても出たくないと
頑張る人が多い現状です。　
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　サービスを提供しようとし
てもなかなか受け入れてくれ
ないんですね。
三浦三浦三浦三浦三浦
　在宅介護者の会とかリフ
レッシュ講習会とかあるんで
すよね。絶対入ろうとしな
い。入ると預かって会議に出
ないといけないと思っている
人が多い。電話が一番の情報
源なんですけどね。リフレッ
シュ講習会で寝たきりの人を
を1泊させるために3日から4
日短期入所が必要なんです
ね。「他に預かって自分は遊
びにいけない」というんで
す。介護者も寝たきりも頑固
ですよね。
夏井夏井夏井夏井夏井
　藤里町では、特養でディー
サービスをやっていますけ
ど、独り暮らしを主に、家族
のなかでも孤独を感じている
人までやっています。それが
8 0 人から1 0 0 人まで膨れ上
がったんです。それで、2、3
年前から社会福祉協議会に委
託して、Ｄ型のディーサービ
スということで週4日間2 0か
ら30人に分けてやっています

けどもそちらはどんどん利用
者が増えています。特養で
やっているＢ型は必要な人は
いますが利用者は少ないで
す。
　特養の施設に行くのは死ぬ
ときと思われているんですよ
ね。
椎名椎名椎名椎名椎名
　笑い話のような話ですけ
ど、かって「湯っこさ連れて
いく」と年寄をごまかして施
設に連れていったことがある
らしいんですね。だからお年
寄りは一度行ったら帰ってこ
られないという気持ちがある
みたいなんです。
夏井夏井夏井夏井夏井
　8 0 を過ぎたお爺さんでし
た。孫の結婚式の時、若い人
達も親戚も皆出なければなら
ないので、保健婦さんに相談
した結果、半年くらい前から
お爺さんに話をしてショート
スティーに入ることにしてた
のですが、結婚式当日ドタン
バになったら行きたくないと
言いだした。それは「若い人
に集団生活だから勝手に酒を
飲んではいけない」と言われ
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たのが理由みたいでした。そ
れで「余計は飲ませられない
けど晩酌だったらいいよ」っ
て言ったら納得してくれて、
それで、息子さんに買いに
行ってもらって１週間居まし
た。その次からは、必要なと
きは利用するようになりまし
た。ディーでもショートでも
一度くれば喜んで利用するよ
うになります。
畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）
　これからは段々高令者が増
えてきますし、老人ホームを
造り続けてもどうにもなりま
せん。誰でも老人ホームに入
れたいかと言うと、本当は入
りたくないと思います。で
も、どうにもならなくなって
老人ホームに入所すると思い
ます。やはり在宅での介護が
ものすごく大切だと思いま
す。誰が責任をもって介護す
るかという問題やそういうい
ざこざがあると思いますが、
ホームヘルパーさんやボラン
ティアの在宅介護する人を育
成するのが大切だと思いま
す。老人ホームに入れると
いってもこれからは間に合わ

ないとおもいますし、独り暮
らしは仕方ありませんが、私
も入りたくありません。家庭
の環境を皆で話し合って、出
来ない場合はヘルパーさんや
ボランティアにお願いし、皆
で支えあって在宅介護に重点
をもっていくのがいいと思い
ます。ヘルパーさんもあま
り、これも仕事これも仕事と
いう職業意識をもたないで
やって欲しいと思いますし、
ボランティアを育成し勉強さ
せ養成する方に力を注いで欲
しいと思います。
椎名椎名椎名椎名椎名
　それに関連してですが、私
たちが仕事をしていて感じる
ことは余りにも自分一人で介
護しようとしている人が多い
わけですね。オープンにし
て、今日はヘルパーさん今日
はボランティア今日は看護婦
さんというように気持ちを楽
にして、一人の患者さんを皆
で看て助け合いながら在宅看
護できればいいのですが。な
かなか一般住民の人が分かっ
てくれないんですね。
司会司会司会司会司会
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受け入れてもらえないという
のは世間体なんでしょうか。
椎名椎名椎名椎名椎名
　それもあるけれど、家族に
難儀をかければいけないと
思っている人もいます。
夏井夏井夏井夏井夏井
　夜中に「具合悪いからヘル
パーさん来てください。」と
連絡があったのでいって「息
子さんに連絡しますか」と聞
いたら「心配かけるからい
い」。子供達のことを親は
思っているけれど、子供は親
はいつまでも元気なものと
思っているのが多いですね。
　在宅介護者の会の時に、こ
れから施設を利用できる人達
に「在宅で介護されている人
は幸せだと思います。でも介
護している人が倒れてしまえ
ば行きたくなくても老人ホー
ムに行かなければならなくな
るからたまには老人ホームさ
行って介護する人に休んでも
らえばいいんだよ」そう言っ
て、「ショートスティとか
ディーサービスを利用して家
にいて最後まで看てもらえば
いいんだよ」と話して回りま

した。家族に看てもらうため
にヘルパーさんに来てもらう
とかすればいいと最近はその
ように話しています。
畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）
　今のショートスティーの利
用を促すということでお話し
させてもらいます。介護者の
ために色々なサービスを利用
してもらいたいと思っても本
人が行きたくない、世間体も
あるし、経済的理由もありま
す。
　ショートスティーに一日行
くと2 1 4 0円掛かります。1 0
日だと2万以上掛かってしまい
ます。家にいればただです
ね。去年まで役場で老人福祉
の担当をしていたので、介護
者に対する手当てを考えまし
たが、若い人に休んでもらわ
なければならないとか車がな
いなど、実際お金が掛かり過
ぎてしまうという問題があっ
たので、二ツ井町では4月から
こんなことを考えました。　
　「介護者やすらぎ事業」と
いいますが、半強制的に介護
者に休んでもらおう、と。今
までお金でやっていた分を半
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分にして短期保護の利用料と
送り迎えにまわす制度を造り
ました。反響は大きいものが
ありました。二ツ井町では介
護手当は今まで12万円でした
が、それが半分になってし
まった訳ですからお金の方が
いい人にとってはあまりいい
制度ではないかもしれません
が。これからお盆とかに計画
的に使って欲しいものです。
これからお年寄りにも分かっ
てもらうよう計画していま
す。
　それから家族のことで気に
なることは、在宅看護を考え
る場合独り暮らしや高令者夫
婦には支える家族がいないの
で切り離して考えなければな
らないと思います。サービス
を利用する事によって家族の
絆が薄れるのではないか、と
いうことがありますが、これ
からの特養は、特養入所者の
世話するのと家族を支えるの
が一つの仕事だと思います。
　ある施設長が言ったんです
が「家で死にたかったらオラ
ホさこい」と。そこの家族会
はすごい活発なところで、正

月帰れない人は10 0人の中で
3、4人しかいないんです。兄
弟なり孫なり、いとこだった
りが引き取るんです。それだ
け特養が家族を支えているか
らですよね。そういう点で、
独り暮らしや高令者夫婦の場
合最後は施設入所は分かって
いることなので、離れている
家族も含めて特養の果たす役
割はこれから変わっていかな
ければならないと思います。
司会司会司会司会司会
　皆さんの方からも色々お聞
きしたいと思いますが。
Ｑ
　それぞれの立場の中で、
様々な矛盾を抱えていらっ
しゃると思いますが、一番大
きなことについてお聞きした
いのですが。
三浦三浦三浦三浦三浦
　保健、医療、福祉が一緒に
なればいいんです。何処で
コーディネートして窓口にな
るかが私たちが一番悩むとこ
ろです。支援センターは24時
間看護体制なって、ポケベル
をもって出てくれています。
私たちは公的な機関にいます
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けど警備保障に連絡が入って
緊急システムをやっているん
です。実際に仕事なのかボラ
ンティアなのか悩むんです。
病院にも窓口があればいいん
ですが。それは医師に聞かな
ければどうしたらいいか分か
らない場合もあるからです。
窓口を何処にしたらいいのか
というネットが足りないで
す。
畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）畠山（みどり）
　個人的悩みになるかもしれ
ませんが、家のおお婆が寝た
きりのままでは生きていたく
ないというんです。寝たきり
で不自由でも「楽しみ」「生
きる喜び」というか。いろん
なお年寄りと接してそれを一
番思います。楽しみがあれば
生きていこうと思います。い
ろんなサービスを受けたり、
人の手をかりたりしますよ
ね。ですから頑張って生きよ
うとさせる「心のケアー」を
する人が今一番必要だと思い
ます。
畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）畠山（絹子）
　ボケに入りそうな人がいま
す。その人をなんとかして

「無気力」「ボケ」に入らな
いような、どうしても入るの
であれば遅らせる日常の会話
をどうすればいいかが悩みで
す。そのような人は、一人に
なるのを怖がります。「夜来
るのが怖い」といいます。
「死」についても怖がってい
るので会話を通して少しでも
遅らせることをしてあげたい
と思っています。
夏井夏井夏井夏井夏井
　開所してから5年になります
が、面会者がだんだんと減っ
てきています。介護者が倒れ
て、介護できなくなって入所
したんですが、在宅で介護で
きるようになっても引き取ら
なくなるんです。私はいい状
態になったら家族に帰して、
今必要な人を入所できる状態
にしたいなあと思います。
椎名椎名椎名椎名椎名
　私も夏井さんと同じなんで
す。介護者が疲れていたので
説得してショートスティーに
いれたんです。そして自宅に
戻ったら介護者が面倒看るの
が嫌になってしまったんで
す。3回目のショートスティー
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で介護者が引き取らなくなっ
て、そのまま老人ホームに
入ってしまったんです。
Ｑ
　特養は「いい所だからおい
で」といっても、一般の老人
にとっては「亡くなる場所」
というイメージがありますよ
ね。短期という形で退院でき
るというイメージがあれば
ちょっと行ってみるかという
感じになれるんじゃないかと
思います。特養に入ったらお
婆ちゃん元気無くなったよ
ね、というのも聞こえてきま
す。それはまだ『特養』とい
う概念があるのかなあと思い
ます。それから、家族を考え
てみると、今の福祉は家族の
代わりをしつつある時代だと
思います。我々の世代は将来
自分で選択できる福祉が来る
のではないかと思います。そ
れは、自分の家族にはこれか
ら期待できない、と思うから
です。寂しいと思う半面自立
という点から考えてみれば、
そうしなければいけないのか
な、とも思います。これから
そういう社会に入っていくだ

ろうなという不安がありま
す。それを決めるのは現在の
福祉のあり方がすべてかなあ
と思います。
司会司会司会司会司会
　家族に期待できないので地
域のサービスが家族になりつ
つある社会。まして過疎の進
んでいる社会の中で福祉の人
達が入っていこうとするのは
分かるんですが、出した人を
受け入れなくなる。家族の和
が途切れると修復は難しいも
のでしょうか。
三浦三浦三浦三浦三浦
　特養から戻ってきて家の中
はめちゃくちゃ。
　家族は「向かいに行くのが
辛い」って。本人の状況はよ
く分からないですけども。ど
ういうふうに家族を支えれば
いいのか、本当に引き取っ
てって言えなくなるんです。
「空きがあれば長期入所に代
えてもらおうね」って言うしかなくなる時もあります。

司会司会司会司会司会
あっというまに時間が来てしまいまし
た。これから家族が頼りに出来ない世
の中になるのであれば、周りの社会が
家族の代わりをしていくような努力が
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必要になる気がします。（おわり）

　　　　はじめに　　　　はじめに　　　　はじめに　　　　はじめに　　　　はじめに
　みなさま、こんにちは。ご紹
介頂きました奈倉です。
　私は、現在龍谷大学で社会福
祉の教育に携わっていますが、
もともと医学教育を受けた者
で、今も週一回京都大学附属病
院の老年科で、お年寄りの診療
に携わっている医者です。
　９年前から社会福祉の教育に
携わるようになりましたが、そ
の前に仏教大学の通信教育で仏
教について学び、現在浄土宗に
僧籍を持っている者です。
　僧侶としても半端な人間です
し、医療に携わっているといっ
ても本当に第一線の医療で苦し
んでいるというような医者では
ございません。はたしてこうい
う真剣な話し合いをする場に、
相応しい人間かどうかたいへん
心許無く思うわけでございま
す。

　　　　医療と宗教　　　　医療と宗教　　　　医療と宗教　　　　医療と宗教　　　　医療と宗教
　「医療と宗教」という問題に
ついては、最近急に、いろいろ
と話題にされるようになりまし
た。
　まずお話申し上げたいと思い
ますのは、医療と宗教というこ
とが、なぜ今問題になって来た
のかということでございます。
これには医療の側にも事情があ
りますし、宗教の側にも事情が
あります。それとはまた別の要
素もございます。その三つを順
番に申しあげて行きたいと思い
ます。
　まず医療の側で申しますと、
医療から人間性がだんだん脱落
していく。かつては、人間の医
学であったものが、生物の医学
になっていってしまう。はたし
てこれでいいんだろうか。やは
り医療が対象とするものは、単
なる生き物・生物ではなしに、

龍谷大学教授　奈倉 道隆
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人間の命でなければいけないの
ではないかという反省です。患
者の立場からいっても、治る病
気の場合には、たとえ単なる生
き物という扱いを受けようと、
ともかく治してもらえたらいい
んだだということで我慢が出来
ますが、どんなに医学が発達し
ても、やはり治らない病気もあ
りますし、また病気がたとえな
くても、人間いつかは死んでい
かねばなりません。終末期に
は、それに相応しい医療を受け
たいと願います。病気が治らな
ければ病気を治すことよりも人
間を支えて欲しいという願いを
持ちます。あるいは、あの世へ
旅立っていくその最期の時は、
やはり人間らしく死ねるように
援助して欲しいという〈命の医
療〉が望まれてきました。
　一方、宗教の側についてみま
すと、これは仏教だけではな
く、キリスト教も含めまして、
いわゆる既成宗教と言われる宗
教は、概して活動が停滞して、
本当の教化活動というものが不
十分なのではないかという宗教
者自身の反省があり、また一般
の人々の批判も強く出ているわ

けです。そういうものを打ち
破っていくのにどうしたらい
いか。いろんな道が考えられ
ていますけれども、その一つ
として医療とのかかわりがク
ローズアップされてきた。そ
れは、もともと宗教が深く関
わってきた問題で、仏教につ
いては後ほどまた申し上げた
いと思いますが、キリスト教
では医療伝道を重視してきた
わけです。特に、医療伝道を
進めるなかで、キリスト教が
どんどん新しい処女地に拡
がっていったという歴史もあ
ります。
　そのような医療との関わり
は、もともと宗教が本来的に
持っている。そういうものを
もう一度掘り起こすことに
よって、何とか宗教が本来の
姿に立ち帰れる道が開けるの
ではないかという考えがある
ように思います。
　次に、もう一つの要素。そ
れは、医療とも宗教とも直接
関係はないですけれども、現
在進んでおります〈高齢化〉
あるいは〈長寿化〉の問題で
す。人生五十年が人生八十年
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の時代になってきた、かつて
は、子を産み育て、育て終わる
か終らないか位に、もうあの世
へ旅立っていった。ただ黙々と
働き、そして子を育てる、それ
が人生であったわけです。仮に
それを終えても、なお長生きす
る人はめでたい人で、それはい
わば余分な生、即ち「余生」と
呼んでたわけです。
　ところが、人生八十年代に
なってまいりますと、子供を育
て終えてもなおかつまだ二十
年、三十年という人生がありま
す。ということは、大部分の人
にそういう老年の時期が恵まれ
ている。これをどう生きるかと
いうことが、これからの人生の
大きな課題になってきます。し
かも老年期を生きるために、一
方では〈健康〉という大きな問
題を抱えます。やはり年を取り
ますと病気も出やすくなりま
す。病気がなくても〈老化〉と
いう健康上の問題が出てまいり
ます。
　そして、もう一方には「人は
何のために生きるのか」「自分
はいかに生きるのか」と、自分
が生きてる意味を深く考えない

ともう生きられない。子育ての
時代は、「子供を育てるために
自分は生きて生るんだ。自分が
いなくなったら子供が可哀相
だ。何としてでも生きなきゃ」
ということで、人生の目標が
あったわけですけれど、子供は
独り立ちをして離れていく。あ
るいは、仕事もやり終えて「も
うお年ですからどうぞ気楽にし
てください」と言われて、仕事
からも解放され、子供からも解
放された人生を、何を目標にし
て生きるのか。これは重大問題
であるわけです。
　宗教が今非常に求められて来
ているということは、一つには
〈不安の時代〉であるというこ
ともあります。これだけ物質的
には恵まれていながら、むしろ
恵まれれば恵まれるほど贅沢な
不安というのが出てまいりま
す。不安を何とか乗り越えたい
ということも一つありますが、
もっと大きな意味で、「私はど
のように生きるか」「私が生き
ることには、どういう意味があ
るか」ということを求めざるを
得なくなって来る。それを求め
ることが出来なかったり、ある
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いは本来求めなければいけない
のに避けて通る。結局は快楽に
溺れたり、あるいは何か消費し
たり、お金を使うことに喜びを
感じたり、あるいは欲望を満た
すことで紛らわすようになって
きます。けれども、本当はそう
いうことで満足いくはずがない
わけで、どこかで「後めたさ」
と言いますか、「こんなことで
いいんだろうか」というイライ
ラした気持ちを持つようにな
る。これが現代人だと思うんで
す。
　それに対して宗教が黙ってい
る。これは怠慢だと思います。
私も宗教者の一人として、大変
怠慢なことをしているように思
います。そこでは、人生の目標
が一人一人の中に見いだせるよ
う援助する働きかけが必要に
なってきます。
　また、年を取ってまいります
と、記憶力などがだんだんと落
ちてまいります。計算もよく間
違えるようになります。かつて
「老人の知能は、満六才と同じ
位だ」と言った人があります。
記憶を試したり、計算させたり
というような知能テストをやっ

てみて、そういう結果が出たか
も知れないと思います。けれど
も、誰が見ても六才の子供と老

人とが同じ知恵だと思えないわ
けです。それは精神機能の構造
が違うわけです。記憶力では六
才程度かも知れない。けれど、
若い者にないものが、年を取っ
てくると豊かになって来る。知
恵の深まりが出てまいります。
そのことによって、だんだんと
分かってくることは、「自分が
生きているんではなくて生かさ
れているんだ」ということで
す。「決して自分の力で生きて
いるんではない。今日まで生き
られたのは、自分の力ではな
い。生かされているんだ」とい
うことに気付いてくる。だんだ
んとそういう目覚めに向かって
いく。ですから、当然それをよ
り深く目覚めに至る道として
〈目覚めの宗教〉である仏教が
求められる。
　あるいは、自己の存在という
ものがいかに罪深いかという、
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己の罪深さにも、だんだん気付
いてくる。これは、キリスト教
の立場ですけれども、「自分
は、決して本来生きるに値しな
い人間なんだ。深い罪を担い、
死んで不思議でない自分が、死
なないで生きているというの
は、救われて生きているんだ」
という自覚が深まってまいりま
す。このように仏教的である
か、キリスト教的であるか、そ
の形に違いがあっても、だんだ
んと宗教に目覚めていく時であ
ります。それと同時に、健康問
題・医療というものがより切実
になって来る時期でもありま
す。
　従って、高齢化が進み、長生
きする時代になればなるほど、
医療と宗教に対して真剣に関わ
らざるを得なくなっていく。し
かもその両者が、別のものでは
ない。自分の中では深く結び付
かざるを得ないものになってい
く。そこで、医療と宗教の関わ
りというものが、非常に重視さ
れてくる。そういった大きな歴
史的な流れの中で、医療と宗教
ということが今語られ始めてい
るというように思います。

　　　教会から病院へ　　　教会から病院へ　　　教会から病院へ　　　教会から病院へ　　　教会から病院へ
私は、キリスト教について決し
て明るい人間ではありません
が、仏教殊あの立場で医療との
関わりを考えていく場合に、キ
リスト教や、その活動から学ぶ
面が多くあります。かといっ
て、牧師さんや、あるいは司
祭・神父さんがなさることを、
そのまま真似ていたらいいのか
というと、なかなかそうはいか
ない。医療と宗教という問題も
概念的なものから、今は実践的
なものへと移っていく時期であ
りますので、共通性と独自性を
整理しておく必要もあろうと思
い、若干気付いていることを申
しあげたいと思うわけでござい
ます。
　キリスト教というのは、啓示
の宗教です。預言者によって示
された神の契約が、旧約聖書に
啓示されております。　それか
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ら、新約聖書にはイエス・キリ
ストによる新しい契約が啓示さ
れています。つまり、今から約
二千年前に、神の一人子である
イエス・キリストがこの世に生
まれられた。神の子であり、人
の子であるイエス・キリスト
が、罪もないのに十字架に懸か
られた。それは何のためなの
か。それは、他ならぬ人類の罪
を背負って、罪を贖うためだ。
そのことを信ずる人は、信ずる
ことによって罪が贖なわれ、そ
れによって救われる、信じない
人は救われない、という神様と
の啓示が示されています。
　キリスト教とは、つまりそう
いう〈啓示の宗教〉で、〈目覚
めの宗教〉としての仏教とは、
宗教の構造に違いがあります。
もちろん、そこから説かれてく
る人間の生き方・倫理は、キリ
スト教であれ、仏教であれ共通
の面がたくさんあります
が・・・。同じ面はいくらもあ
りますけれど、それぞれの宗教
の本質的構造の違いというもの
を踏まえておくことが大切だと
思います。
　新約聖書において示されてい

るイエス・キリストは、単に霊
的な救い・救済だけでなく、実
際に病人や身体障害者の癒しと
いう身体の癒しもなさってい
らっしゃる。ですから、キリス
ト教はもともと医療というもの
を中に含んでいるといえます。
　罪の贖いと同時に肉体の復
活。いちど十字架に懸かられて
昇天されたイエス様が、三日目
にに甦って復活する。そこに、
肉体というもの・身体というも
のを非常に大切にする思想がご
ざいます。ですから、「魂だけ
が救われればいいんだ。身体な
んていらないんだ。」という教
えではないわけで、肉体と魂と
を大切にしていく。とかく神学
では霊的な面が強調されるんで
すけれども、本来的には肉体と
いうものを決して無視はしてお
りません。ですから中世のキリ
スト教会・修道院の中に、ホス
ピタル、あるいはホスピスとい
われる医療の施設も造られたわ
けです。
　これは、もともと医療施設と
して造られたわけではなくて、
ホスピスとかホスピタルの「ホ
スト」というのは「客」という
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意味ですから、巡礼のお客さん
を泊めて送り出す「教会の客
室」・「宿泊所」だったわけで
す。教会は信者の宿泊の便宣も
計っていた。旅人も一晩泊まっ
て、元気な人は翌日旅立ってい
きますけれども、病気をしたり
して動けなくなればそこに留ま
ります。そういうようにして、
だんだん客室の中に、宿舎の中
に病人が溜まっていくという形
で、自然に病院のような、ある
いは社会福祉施設のようなもの
が出来てきたわけです。それ
を、お世話して下さったのは、
デアコニス、シスター、つまり
修道尼の方です。ですから、
「シスター」という言葉には、
「修道尼」という意味と「看護
婦」という意味があります。　
尼さんがすなわち看護婦さんで
あったわけです。近世に至っ
て、それが宗教から離れて職業
化していきましてけれども、し
かし看護の精神の中には、今な
お宗教性が色濃く留まっており
ます。
そういうように、教会の中に医
療施設が生まれ、医療が積極的
になされていった。しかもその

医療というのは、身体のための
だけの医療ではないわけで、肉
体の癒しということも大切にし
ますが、それと同時に魂の救い
ということも強調されていきま
す。そして、病気を治してその
人が再び病むことがないように
と、再び罪を犯すことがないよ
うにと祈り、また諭し、患者さ
んを帰していくわけです。　
ですからそこでは、医療ととも
に伝道がおこなわれます。「信
じなさい。信じれば救われるん
です」と伝え、そしてキリスト
者に成るべく導いていく。教化
伝道によって救いのともなう医
療がすすめられます。
また、病気が不幸にして死に至
る場合もあります。そういう場
合は、その霊が救われるように
（京都仏教青年会主催「仏教と医（京都仏教青年会主催「仏教と医（京都仏教青年会主催「仏教と医（京都仏教青年会主催「仏教と医（京都仏教青年会主催「仏教と医
療・福祉をめぐる懇話会」講演の一療・福祉をめぐる懇話会」講演の一療・福祉をめぐる懇話会」講演の一療・福祉をめぐる懇話会」講演の一療・福祉をめぐる懇話会」講演の一
部を、奈倉先生のご好意により、掲部を、奈倉先生のご好意により、掲部を、奈倉先生のご好意により、掲部を、奈倉先生のご好意により、掲部を、奈倉先生のご好意により、掲
載させていただきました。）載させていただきました。）載させていただきました。）載させていただきました。）載させていただきました。）
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　この本は、漫画とはいえ大変興味
深いことが書かれていると思いま
す。特に私が気にいっているところ
は「真剣に死を考えない生き方は、
緊張感に欠ける。」という一節で
す。確かに「死」は年令に関係無く
必ずやってきます。しかもそれは十
年先のことなのか、あるいは今日明
日のことなのかわかりませんが、生
まれてきた以上必ず「死」をむかえ
ることになるのです。私が今「あな
たは今日明日の命ですよ」なんて言
われたら、情けない話、頭がパニッ
クでどんな行動をとるか想像もつき
ません。皆さんはどうでしょうか。
　物語は、主人公の圭一が大事な野
球の試合を前にケガをしてしまい、
祖父の三回忌法要にも出席せずに一
人部屋でふさぎ込んでいるところか
ら始まります。そんな圭一の前に世

界中をとび回っている考古学者のお
じさんがあらわれます。そのおじは
圭一に世界の様々な民族の葬儀、先
祖供養の仕方などの話をします。先
祖供養は今生きている人間のために
あるということを説いて、生きる意
味を論ずるおじの言葉に、圭一は再
び野球に夢を託し、強く生きる決意
をするという内容の話になっていま
す。
　先祖供養のはなしというと、いか
にも仏教的な話のような気もします
が、仏教に携わっていない人でもい
ろいろ考えさせられることが書かれ
ていると思いますので、機会があり
ましたら一度読んでください。（古

仲宗雲）

出版　すずき出版

漫画　吉森　みき男

原作　ひろ　さちや

『先祖供養のはなし』『先祖供養のはなし』『先祖供養のはなし』『先祖供養のはなし』『先祖供養のはなし』

ぶっくれびゅー
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　ビハーラ代表　兼能代山本地区事務局　
　藤里町月宗寺内　　袴田俊英　0185-79-2468
　大館地区事務局　　越姓玄悦　0186-49-
6957
　比内地区事務局　　小林匡俊　0186-55-
1144
　森吉地区事務局　　奥山亮修　0186-72-
4143
　阿仁地区事務局　　今井典夫　0186-82-
2418
　鷹巣地区事務局　　佐藤俊晃　0186-66-
2032
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　ポスター、パンフの印刷作業も終わり、いよいよお手元にお
届けできる状況になりました。これから本格的に広報活動の始
まりです。
　皆さんには、どこにポスター、パンフを配ればいいか、コネ
クションや情報を集めていただきたいと思います。例えば、藤
里の社会福祉協議会の○○さんが知り合いで、ポスターを貼っ
てもいいって言ってたから実行委員会の方で送って、とか、鷹
巣の○○病院の看護婦さんが医院長に話しをしてみるからパン
フ下さい、とかいった情報をまとめて記入できる用紙をお配り
いたします。これからは皆様の協力が是非とも必要になりま
す。なるべくひろく広報していきたいと思います。宜しく御願
いいたします。
　また、10月20日当日、ご協力していただける方を募集しま
す。受付、会場整理、駐車場整理、マイク係等、いろいろ役割
分担していかなければなりません。こちらのほうにもご協力御
願いいたします。

◆今回のセミナーでは、実際現場で活
躍されている方々の、生の声を聞くこ
とができました。それぞれ様々な問題
を抱えながら精一杯努力されている姿
が、印象的でした。◆福祉の仕事も、
ビハーラの活動にしても、すぐに結果
の得られるものではないだけに、目的
が達成されるまでのプロセスを大事に
していきたい。◆オリンピックで各国
選手の活躍が連日連夜報道されている
が、その活躍の裏にある血の出るよう
な努力を忘れてはならないだろう。目
的があるからこそ努力できるのです。


